
　「皮膚科の臨床」誌において，アトピー性皮膚炎を特集とするのは

20年ぶりとなります。20年前と比較すると，アトピー性皮膚炎をめ

ぐる状況は大きく変化しつつあります。2018年4月，アトピー性皮膚

炎の新薬として，デュピルマブが発売されました。また，新たな薬剤

開発も国内で続々と進んでおり，病態についても新たな知見が出てき

ています。まさに今，『常識』とされているアトピー性皮膚炎の情報

を，整理する必要があるのではないでしょうか。

　そこで今回本誌では，「変わりつつあるアトピー性皮膚炎の常識　

最新の知識と治療の極意」として，アトピー性皮膚炎の最新知識・

治療の極意をまとめた特集を企画いたしました。

　第Ⅰ章は，昔と比べて変化しつつある点や新しいポイントに重点を

置いた，総合的な内容を目指しました。第Ⅱ章は，実臨床に則した内

容をまとめ，そして各先生方の治療の極意をお教えいただく構成とし

ております。

　皮膚科医のみならず，すべての “アトピー性皮膚炎診療” にかかわ

る先生方に，本書がお役立ていただけましたなら幸いです。
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